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の現在、IBM は、Informix および U2 プロダクト・ファ
ミリーのお客様に対してこれまで以上に強いコミットメ

ントを示しています。IBM では引き続き Informix 製品を
ソフトウェア・ブランドのコア・ポートフォリオに含

め、e-business on demandTM戦略の一部として Informix ソ
リューションを強化しています。長期の製品ロードマッ

プでは、これらの重要ソリューションに注力することを

強調しています。 

1 はじめに 
1 IBM Informix Dynamic Server 
2 IBM Informix 4GL 
3 IBM Informix Client Software 
開発者キット 

3 DB2との互換性 
4 IBM Informix Standard Engine
（SE） 

4 IBM Informix OnLine Server 
5 IBM C-ISAM 
5 IBM U2製品ファミリー 

現在、お客様の大部分は、IBM が 2001 年 7 月に行った
約束を果たしていると認めています。業界アナリストの

Bloor Research の最近の調査では、「Informix ユーザーの
圧倒的多数は満足しており、当面はこの製品の使用を継

続する意思があることをはっきり示していることが、あ

らゆる事実から示されている」と述べています（このレ

ポ ー ト の 全 文 に つ い て は 、

ibm.com/software/data/informix/pubs/pdfs/ids-bloor-
91903.pdfをご覧ください）。 
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9 まとめ 今後も IBM は、Informix および U2 のお客様の既存投資

の活用を支援し、お客様のビジネスの成長に必要なサ

ポートの提供を続けます。例えば、Informix ならびに U2
製品と IBM ミドルウェア・ソリューションとの間の相互
運用性を強化する努力をしています。これは、Informix
と U2 のお客様が市場状況の変化を感知し、反応でき
る、回復力のあるオンデマンド運用環境を構築できるよ

うにします。 

 
 

この文書では、主要な Informix および U2 製品ラインそ
れぞれの計画の概要を説明します。 

IBM Informix Dynamic Server 

IBM Informix Dynamic Server（IDS）は Informix ファミ
リーの代表製品で、IBM は Informix の買収前と同じペー
スで開発を続けています。最新リリース、IDS V 9.4はこ
れまでで最高の高速性、可用性、スケーラビリティーを

有する IDS で、市場でも高い成果を収めています。IDS 
V 9.50 は現在ベータであり、現時点では IDS 9 製品ライ
ンの終了計画はありません。
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IBM では、IDS に対するコミットメントの一環として V 
9.4と IBMのWebSphere®、DB2®、Tivoli®の各ソフトウェ

アとの統合を実現しています。これにより Informix のお
客様は広範な IBM ソリューションを活用して、回復力の
ある e-business on demandの運用環境を構築し、パフォー
マンスを損なわずにお客様の利用ピーク時に対処できる

ようになります。 

IBM Informix and WebSphere Bundles は、グローバルな
Informix 環境で e-business on demand を推進します。IDS
と WebSphere 製品の強力な結合によって、高いパフォー
マンス、信頼性、可用性が提供され、IDS V 7から、IDS 
V 9.4とWebSphereをまとめて経済的に上位機種に買い換
えることができます。 

IBM Informix 4GL 

IBM Informix 4GL V 7.32（4GL）は、高速アプリケーショ
ン開発ツールで、IDS V 9.4のユーザーはその利点をすべ
て生かすことができます。Informix アプリケーションの
多くは、4GL を使用して構築されています。4GL 7.32
は、IDS V 9.4と緊密に統合され、長い識別子名への対応
機能など、IDS V 9.4で拡張された多くの新機能をサポー
トします。例えば、識別子名については、最長 128 文字
まで使用可能になりました。さらに、4GL 7.32 の新たな
Dynamic Arrays 機能は、非常に効率の高いメモリー使用
を可能にします。 

先ごろ IBM では IBM WebSphere Studio Application 
Developerおよび IBM WebSphere Studio Site Developer V 
5.1.2を利用できる最新の Informix 4GLソリューションを
初めてリリースすると発表しました。Informix 4GL と
WebSphere Studio との統合は、IBM の戦略的な Informix 
4GL 最新化方針を示すものです。WebSphere Studio 5.1.2
製品には、新たに実装した IBM のエンタープライズ開発
言語（EGL）に、重要な Informix 4GL の構成要素が組み
込まれています。EGL は、JavaTMに不慣れな 4GL の開発
者がデータ主導型の Web アプリケーションとビジネス・
ロジックを容易に構築できるとの定評を得ている、高レ

ベルの 4GL 言語です。Informix 4GL の開発者が EGL で
アプリケーションの作成とデバッグを行うと、WebSphere 
Studio によってその Java コードが生成されます。
Informix 4GL開発者はこれを JavaServer Faces （JSF）と
ともに使用することによって、Java 言語を習得しなくて
も動的な Web アプリケーションを構築できます。この新
機能によって、新たな Informix 4GL開発者層にも Java開
発の可能性が広がり、担当ビジネス分野の専門知識とプ

ロシージャー開発者としてのスキルを活用して、IBM
データベース（Informix と DB2）を使用した動的な Web
アプリケーションを迅速に構築できます。 
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残りの Informix 4GL構成要素との統合は、2004年第 4四
半期に予定されている WebSphere Studio 6.0 で完了しま
す。これにより、4GL スタイルの文字ユーザー・イン
ターフェース機能と、Informix 4GLからWebSphere Studio 
EGL への重要な変換を実現する変換ユーティリティーが
利用可能になります。変換によって、フィールド・テス

トが行われた Informix 4GL ビジネス・ロジックをさらに
次世代 EGL アプリケーションに使用できるようになりま
す。 

IBM Informix Client Software Development Kit 

IBM Informix Client Software Development Kit（CSDK）は
広範な言語をサポートし、構造化照会言語（SQL）を使
用してすべての Informix データベースと通信できるアプ
リケーションを構築できます。さらに最新リリース V 
2.81では、Open Database Connectivity（ODBC）と Object 
Linking and Embedding Database（OLE DB）ドライバーの
Unicode拡張および IDS V 9.4の新機能のサポートが組み
込まれています。この CSDK は、C、C++、 Java、
Microsoft .NETなどの多様なアプリケーション開発言語と
環境に使用できます。IBM は主要なアプリケーション開
発環境のサポートを確約しており、Microsoft .NET のサ
ポートは Microsoft 開発ツールを使用する開発者にとって
非常に重要なものです。CSDK はリリースを重ねるごと
に.NETのサポートを拡張していきます。 

DB2との互換性 

IBM は、主要なリレーショナル・データベース・テクノ
ロジーを DB2 Universal DatabaseTMと IDSの両方の将来の
バージョンに統合する取り組みを継続しています。DB2 
Universal Database は、パフォーマンス強化や高可用性
データ・レプリケーション(HDR)などの Informix テクノ
ロジーの利点を生かしています。IDS は DB2 の Unicode
テクノロジーの利点を生かして IDS V 9.4に採用し、さら
に IDS V 9.5では DB2のオートノミック機能の拡張が組
み込まれます。Microsoft .NETのサポートは、両製品に同
時に追加されています。 
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IBM では、2001 年に営業譲渡を受けて以来、Informix と
DB2 Universal Database との互換性の強化に注力してお
り、これにより IBM データマネジメント製品群のお客様
が、結合力が高く、市場をリードするリレーショナル・

データベース・ファミリーをもとにビジネスを築けるよ

うになります。IBM では Informix との互換性だけではな
く、情報の統合、XML、Web サービスおよびオートノ
ミック・コンピューティングの領域にもかなりの投資を

しています。 

IBM Informix Standard Engine（SE） 

IBM Informix SE は、その操作性と完全自動式のインス
トールが IBM ビジネス・パートナー・コミュニティーに
よって評価され、世界中の数千ものパートナーのアプリ

ケーションに組み込まれています。この従来型データ

ベース・サーバーは、堅固な信頼性、簡素さ、操作性に

おいて評価を得てきました。IBM は、既存のお客様およ
び IBM ビジネス・パートナーに対して SE のサポートを
引き続き提供します。IBMでは、SEの大きな魅力となっ
ている基本的な安定性を損なうことなく、新規および更

新されるオペレーティング・システムが利用可能になっ

た時の移植に重点をおき、このサポートを提供する計画

です。 

IBM Informix OnLine 

IBM Informix OnLineは、同時ユーザー数が 100未満の中
小規模ビジネスにおける SQL データベースのニーズを満
たす選択肢として高い評価を得ています。OnLine 
Extended Edition V 5.20には、大型ディスクの使用を可能
にする機能拡張と、STAR として知られている分散デー
タベースへのアクセス・コンポーネントが組み込まれて

います。さらに、最新の Informix 4GL にも対応していま
す。現時点では今後の拡張リリースは計画されていませ

んが、IBMでは将来も長年にわたって Informix OnLineの
サポートを継続する意向です。 
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IBM Informix C-ISAM 

IBM Informix C-ISAM（索引順次アクセス方式）は、デー
タ・アクセス・アプリケーション・プログラミング・イ

ンターフェース（API）の C 言語ライブラリーで、世界
中の多数のアプリケーションの基礎となるソフトウェ

ア・インフラストラクチャーを提供します。X/Open 標準
の初期のリファレンスとしての役目を果たし、堅固なレ

コード管理ライブラリーを必要とする開発者に使用され

続けています。IBM は C-ISAM の現行プラットフォーム
の最新バージョンを今後も長期にわたってサポートしま

すが、新規リリースの予定はありません。 

また、C-ISAM 製品群には、ISAM ファイルを効率的に管
理する C 言語関数のライブラリーである DataBladeTM モ

ジュールも含まれます。これは、C-ISAM 環境への
RDBMS 機能の追加に興味がある、あるいはリレーショ
ナル・データベース管理システム（RDBMS）環境への
C-ISAM アプリケーションの移行に取り組むお客様およ
びソフトウェア・ベンダー向けに特に開発されたもので

す。 

IBM U2製品ファミリー 

IBM U2（UniVerse および UniData）製品は、中小企業市
場のニーズを満たすための戦略的な利点を提供します。

U2 プロダクト・ファミリーのコア・コンポーネントの
IBM UniData®と IBM UniVerse®は、多様な垂直型アプリ

ケーションへの組み込みの際にハイパフォーマンス、ス

ケーラブルな情報管理環境を提供します。これらの製品

は、IBM の複数値のリレーショナル・データベース管理
システム（RDBMS）戦略の主要コンポーネントです。
IBM RedBack、IBM SystemBuilderおよび IBM wIntegrate
などの補助ツールによって、高機能ソリューションの開

発を実現するテクノロジーと機能がパートナーに提供さ

れます。IBM は、お客様からの要望がある限り、これか
らも U2 プロダクト・ファミリーの拡張とサポートを続
けます。 
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IBM UniVerse 

IBM UniVerseは直接レコード入出力言語と標準 SQLの両
方をサポートし、Microsoft .NET、ActiveX、ODBC、OLE 
DB、JDBC および Java に対するインターフェースを提供
します。IBM は、UniVerse のお客様およびパートナーに
対して拡張とサポートを提供する意向です。最新バー

ジョンの UniVerse V 10.1 では、パフォーマンス強化、
XML、SOAP クライアント API のサポート、SSL for 
JDBC、telnet、UniObjects for Java の可用性の拡張が行わ
れています。さらに、IBM WebSphere MQ とのインター
フェースを介したエンタープライズ・アプリケーション

統合のオプションも用意されています。 

UniVerse 11.1 は、2006 年初期のリリースを目指していま
すが、メタデータ管理とデータ移行用のツールを完備し

た External Database Access（EDA）が組み込まれる予定で
す。 

IBM UniData 

IBM UniData は、SQL 準拠の拡張リレーショナル・デー
タベースで、リピーティング・グループ、階層、配列を

サポートします。UniData は、.NET、ActiveX、Java テク
ノロジーおよび C インターフェースとの最適な組み合わ
せのネイティブ・インターフェースと、JDBC、ODBC、
OLE DB、HTTP などの業界標準インターフェースの両方
を提供します。IBM は、UniData のお客様およびパート
ナーに継続的な拡張とサポートを提供していく意向で

す。UniData 6.1は 2004年の夏のリリースを目指していま
すが、GUI XMLマッピング・ツール、SOAPクライアン
ト API、および管理対象.NET 環境へのハイパフォーマン
スのアクセスを行うためのネイティブ・インターフェー

スである UniObject .NET などの XML の拡張サポートが
組み込まれます。このリリースには、スクロール可能

カーソルや SSL サポートなどの JDBC 拡張も含みます。
さらに、スキーマ API もファイル間の関係が定義できる
ように拡張され、ODBC ベース・ツールによるアクセス
が容易になります。 

IBM U2および DB2 

UniVerse と UniData はその固有の特性により、DB2 への
ネイティブな統合には適しません。U2 と DB2 の組み合
わせを最大限活用するため、緊密にバインドされた XML
ベースおよび SQL ベースのインターフェースをサポート
するように U2 データベースを進化させて、U2 アプリ
ケーションから DB2 のデータに対する直接的なアクセ
ス、保存および検索を可能にします。 
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IBM Red Brick Warehouse Server 

IBM Red BrickTM Warehouse Serverは、要求の厳しいデー
タウェアハウスおよびデータマートのニーズにこれから

も対応していきます。Red Brick Warehouse Server V 6.30
は 、 2004 年 4 月 に リ リ ー ス さ れ 、 STARjoin 、
TARGETjoin および STARindex 機能のパフォーマンスが
大幅に改善されています。また、SQL OLAP 関数と式の
追加サポートなどによりユーザビリティーも改善されて

います。さらに、このリリースでは、Microsoft® 
Windows®プラットフォームにおける 3 ギガバイトのアド
レス・スペースに対応しており、スケーラビリティーと

パフォーマンスが改善されています。このほかに、Intel 
64ビット Itaniumプラットフォームで実装される Hewlett-
Packard の HP-UX 11i オペレーティング・システムのプ
ラットフォームおよびMicrosoft Windows Server 2003（32
ビットプラットフォーム）もサポートされています。 

IBM Informix Extended Parallel Server 

世界大手の金融機関、旅行サービス会社、および小売業

者は、IBM Informix Extended Parallel Server（XPS）上で
重要な企業データウェアハウスの実行を引き続き行って

います。V 8.40 ではパフォーマンスおよび分散データ
ベースのサポートが大幅に拡張されています。次のリ

リース、XPS V 8.50は開発中で、2004年後半のリリース
を予定しています。新リリースでは、バックアップおよ

びリストアのオプションの柔軟性が強化され、可用性、

表リカバリー、動的ログなどの操作性に関する機能が改

善されています。 

IBM Informix製品群の ISVサポート 

SAP 

IBMはこれからも IDSで SAPソリューションを運用して
いるお客様をサポートします。一方 SAP でも、新しい拡
張のすべてに IDS サポートを組み込みます。ただし、
mySAPアプリケーションや、Javaデータベース API使用
の拡張、および mySAPアプリケーションの Unicodeオプ
ションについての移植は予定されていません。先ごろ

SAPは IDS 9.40の認定を終了し、2005年には IDS 9.50で
SAP NetWeaver '05の認定を行う計画です。全 SAP製品の
5 年間の保守およびサポート・ポリシーによって、
SAP/Informix のお客様は少なくとも 2009 年までは保証の
対象になります。 
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PeopleSoft 

お客様はこれまでどおり、PeopleSoft の実装で既存の
Informix 製品のオファリングによるサポートを受けるこ
とができます。また PeopleSoft は、ヒューマン・キャピ
タル・マネジメント、ヒューマン・リソース管理、ファ

イナンシャル・マネジメント・ソリューション、エン

タープライズ・サービス・オートメーション、サプライ

チェーン・マネジメントおよび流通製品スイートについ

て、PeopleSoft V 8.xまで IDSをサポートすることを公式
に確約しています。 

Baan 

Baan および IBM 両社は、ジョイント・ソリューション
のサポートを確約し、Informix のお客様は、これまでど
おり既存の認定 Informixおよび Baan製品ラインを使用で
きます。iBaan ERP 5.0cの IDS V 9.4の認定は完了間近で
す。 

その他の ISV 

Informixおよび U2データベース・サーバーで運用される
アプリケーションの ISV の一覧は、広範囲に及びます。
これら ISV の大多数は、Informix および U2 上で継続的
にアプリケーションを使用したいという強い需要を理解

し、Informix および U2 のお客様に対する IBM の長期に
わたるコミットメントと互換性計画に満足の意を示して

います。 

システム可用性の最大化 

お客様サポート 

Informixおよび U2のお客様には、システムの可用性を最
大化し、スタッフの生産性を最適化する支援としてのさ

まざまなサポート・オプションが用意されています。豊

富な知識を備えた Informix および U2 のサポート技術員
が、これからも、24時間 365日体制で電話やWebを通じ
て Informix および U2 のユーザーの IT ニーズのすべてに
関する支援を提供していきます。IBM Passport Advantage
保守サービスも利用することができます。IBM は、複雑
な最先端の環境で基本保守以上のサポートの必要がある

ユーザーに対して、システムの可用性とスタッフの生産

性を改善するプレミアム・サービス・プログラムも提供

しています。 
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お客様および開発者向け教育およびプロフェッショナ

ル・サービス 

IBM のプロフェッショナル・サービスと教育チームは、
これからも Informix、U2、および DB2 プロダクト・ライ
ン全体のオファリングを提供します。IBM グローバル・
サービスとの強力なパートナーシップと、先ごろ発表さ

れた Education Centers for IBM Software によってこのオ
ファリングの範囲が拡張されています。世界で 500 を超
える強力な IBM 情報管理サービスおよび教育チームを
24 時間利用することができ、Informix、U2 および DB2
のソリューションの効率的な活用に必要なスキルへのア

クセスをお客様とパートナーに提供しています。 

まとめ 

Informixと U2の世界各地のお客様およびパートナーは今
後も、Informixと U2テクノロジーの機能拡張と保守を行
い、他の IBM ソフトウェア製品との統合を継続していく
IBM のコミットメントに対し、引き続きその価値を高く
評価していただけます。単独のソフトウェア・インフラ

ストラクチャー・ベンダーだけで対応できるという利点

に加え、Informixと U2のお客様は、最小限の総所有コス
ト（TCO）で最適な e-business on demandインフラストラ
クチャーの構築が可能になります。 

IBM では、Informix および U2 のユーザーには、下記の
Web サイトをご覧いただくようお勧めしています。この
Web サイトには Informix と U2 の製品、教育、サービス
および Informix および U2 の製品の詳細なロードマップ
などを含む IBM ビジネス・パートナーのオファリングに
関する最新情報が掲載されています。 

・ ibm.com/informix  
・ ibm.com/software/data/u2  

Informix および U2 の製品は今もなお、他のテクノロ
ジー・ファミリーでは解決できないビジネスの問題を解

決しています。Informix と U2 のソリューションを 2004
年にご購入いただくことは、長い将来にわたって安定し

た利益を継続してもたらすための健全な経営意思決定と

なるでしょう。
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